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SYNOPSIS; An optical imaging device for blined aid is proposed. The device

consists of active imag亀　senser, data processing system and actuator as a

man-machine interface-

1 .披　じめに

視覚障害者(盲人)の歩行などを助汐る装置として娃レ-ザを用いた盲人杖があると開

いているが,実際に使われているのを見たことがないので､何かレーザレ-ダ飽なもので

盲人に役たつものが出来ないか検静した｡大気観潮用などのレーザレ-ダは巨蜜の経巣と

研究者を必要とするが､盲人用の港状認意表置娃卒業研究で細々と進めるのに適している

しー　もし成功すれば多くの目の不自由な人に役立つし､また　汚an一皿achine Interface(成

下では朗M‡)の研究としても興味がある｡今年の卒業研究で冷めたばかりなので､結果

についてはご報告できないが､賓客進めている実験の横要とシステムの問題点等をお吉し

たい｡

2.システムの概要

実用化されるには装置の全重量が教育管竜虎になる必要があり､究極の港として娃相子

(ヘルメットに近い)に組み込まれたものになるだろう｡この装置披図のように,センサ

ー部､処理部とアクチュエータ部の3っの要素から着成される｡センサ一部娃光学釣に映

像情報を東得する部分で,滑走腰東経短くでも長いと思われるが三次元飽情報が必要であ

る｡そのために娃アクチブなレ-ザレーダ方式が適していると思われるが,軽量か型化に

はパッシブ方式が良いかもしれない｡また,使用者がフィー下){ックをか打て見たい部分

の庫敢がでるようにする必要があると思われる｡現在披､ fle-Ne　レ-ザと半導体レ-ザ(

変誘光)を光源として､反射鏡でⅩ-Y面に静引し､簡単なパターン(飼えばA等の文字

壁)に当って反射してくるレ-ザ光を光検出番上に集光し､ロックイン増額番で増楯し信

号処理部に送に送り出している｡

信号処理部旺センサー部からの情報の必要な部分のみを抽出･強訴して､その空間情報

をアクチュエータに送るo　現在披､ A/D変換番でディ　ジタル信号としてP C-9　80 1

のメモリーに蓄え,単純2億の画像を出力させている｡

アクチュエータ部は電気信号を皮膚感覚を仲立ちとして映像倍号を落款させる部分で､

MMI　と　して最も研究要素の多いところである｡この部分姓現在鎮静中であり､パターン

信号を､ワープロのドットプリンターの日を大きく　した壌な裳置を考えている｡それをテ

桐3



スト者の教に当て､どの嬢にパターン藩我が出来るかの実数を進める予定である｡

3.問題点と謀選

攻り教えず､レーザレ-ダの延長としての実験を進めているが､盲人援助装置としては

使っているとこが苦痛でない嬢に小型･軽量化抵来ることが実用化の前提である｡しかし

ながらー　それBl前の研究課題があり､それらを一つ一つ完成して行かねばならないB

第-にセンサーであるが､ L E DやL Dを用いたアクティブ方式と二次元C C Dのみを

用いたパッシブ方式のどちらが適しているか?｡アクティブ方式紋変粛光を用いることで

背景光雄音を容易に除去でき,位相差より三次元情報を得ることが出来る｡姐AiIの実数

結果からのフィードバックが必要であるが､より実用的とも考えられる｡

次に処理部であるが､現在のI C技術を考えれば必要とする程度のJlt型･軽量化は難く

ないと思われるので､姐RiIと国連して盲人の必要とする情報だ汐の抽出と簸蘭にはどの

様な情報処理が必要かの研究を行わぬばならなら､｡

･最後のアクチュエータ部(MMⅠ)旺最も大切な部分で研究要素が多い｡現在､盲人に

コンピュータの文字出力をドット･アクチュエータで再の塵の皮膚感覚を御用して認識き

せようとする装置が研究されている｡処理部から出力さーれた情報(映像9)をどの嬢に皮

膚(我々の研究で娃額の皮膚)の感覚に変換し､画像として藩讃させるかが間蓬である｡

人間の皮膚感覚(痛点･熟感覚)の分解能とアクチュエータのドット阿藤(ピクセルの密

皮)との関係などー　最適の条件を求めるための実数が必要である｡また,痛点の剰激が良

いか熟等の刺激が良いかも解ってを､ない｡更に､二次元的な情報伝達は何とか可能として

も､三次元的映像情報を平面的な額の皮膚感覚を仲介として藩讃させるに紘どうすれば良

いかも問題である｡その一つの試みとして､料激の強宙で三次元的舟状の藩蔵が可能かも

興味がある｡

4 .まとめ

研究の緒に就いたばかりなので､結果についてど報告できないが､一つ一つの謀塵を時

間をかけて解決して行きたも､と思っているQ　この研究が視覚障寄者の第二の目として役立

てればと腰っている｡興味をお持ちの方娃是非紳助書｡ど協力をお感もヽしたい｡
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